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補修項目

項目・規格 単位 数量

伸縮装置：隙間対策工 箇所 6

歩道：舗装打換工 m2 18.4

組立歩道：パネル取換工 枚 2

那賀郡那賀町簗ノ上工事箇所
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図面名

縮　尺

路線名等
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阿南丹生谷3期地区

工事名
Ｒ７波耕　広域　阿南丹生谷３期

補修一般図
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伸縮装置：隙間対策工
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伸縮装置本体

現地合わせでタップ加工

皿モミ断面図

タップ深さ 25mm

M10皿ネジ

S=1:1

S=1:30

2

材　　料　　表

2

(1箇所当たり)x1式

記事単位

枚SS材(溶融亜鉛めっき)

材質

1

番号

路肩部カバー

名称 数量

金物設置図

移動方向

地震時移動量

温度範囲 -10℃～+40℃

設　計　条　件

±44.3mm

温度変化伸縮量 24.9mm

橋
梁

側
橋

台
側

横断勾配 2.00%
横断勾配 0.1% 横断勾配 1.5%

12個皿ねじ

歩道用伸縮装置
2150

排水ホース

L=300

伸縮装置対策図(その1)

・路肩カバーの固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

注記

A1橋台

CPL-6x490x570

M10x25

排水ホース

L=300

隙間

10

隙間

10

1 1

SS材(亜鉛めっき)

隙間

10
隙間

10

車道用伸縮装置断面図 S=1:10

橋台側 橋梁側

埋込鉄筋

D16ctc250
埋込鉄筋

D16ctc250

タップ深さ 25mm

現地合わせでタップ加工

M10皿ネジ

面取り　4C

(四辺共）

HDZT 77(HDZ 55相当)

床用鋼板　t=6mm

溶融亜鉛メッキ 

※固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

1

2

路肩カバー詳細図 S=1:10

皿ネジ　M10x25

φ11孔明、M10用皿モミ

（四辺共）

面取り 4C

床用鋼板　t=6mm 溶融亜鉛めっき

HDZT 77(HDZ 55相当)

配置図

33750
49350

桁長 83100 (CL上)

床版遊間

250

 A1

E

P1

E

 P2

E

床版遊間
400

S=1:500

縦断勾配 2.
8% 縦断勾配 3.8%

那賀郡那賀町簗ノ上

1:30

阿南丹生谷3期地区

伸縮装置対策図(その1)
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工事箇所

事業者名

会社名

図面名

縮　尺

路線名等

工事名

徳島県南部総合県民局農林水産部＜美波＞

図面番号

Ｒ７波耕　広域　阿南丹生谷３期
橋梁補修工事
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車道用伸縮装置　6737
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伸縮装置本体

現地合わせでタップ加工

皿モミ断面図

タップ深さ 25mm

M10皿ネジ

S=1:1

S=1:30

移動方向

A
1
側

A
2
(
鋼

床
版

)
側

横断勾配 1.4%
横断勾配 0.8%

歩道用伸縮装置

2180

排水ホース

L=300

排水ホース

L=300排水ホース

L=300

横断勾配 0.1%

隙間

10

隙間

10 2

材　　料　　表

2

(1箇所当たり)x1式

記事単位

枚SS材(溶融亜鉛めっき)

材質

1

番号

路肩部カバー

名称 数量

12個皿ねじ

・路肩カバーの固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

注記

CPL-6x490x710

M10x25SS材(亜鉛めっき)

地震時移動量

温度範囲 -10℃～+50℃

設　計　条　件

±48.6mm

温度変化伸縮量 94.9mm

隙間

(10)

隙間

(10)

※(　)は地覆直角方向を示す

P2橋脚

伸縮装置対策図(その2)

金物設置図

車道用伸縮装置断面図

D16ctc250

埋込鉄筋

鋼
床

版
t
=
1
6

頭付スタッド

A2(鋼床版)側

舗
装

7
5

A1側

路肩カバー詳細図

（四辺共）

面取り 4C

皿ネジ　M10x25

φ11孔明、M10用皿モミ

床用鋼板　t=6mm 溶融亜鉛めっき

HDZT 77(HDZ 55相当)

面取り　4C

(四辺共）

HDZT 77(HDZ 55相当)

床用鋼板　t=6mm

溶融亜鉛メッキ 1

タップ深さ 25mm

現地合わせでタップ加工

M10皿ネジ

2

※固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

S=1:10 S=1:10

配置図

床版遊間
400

 P2

E

 A2

E

P3

EE

桁長83100

縦断勾配 3.8%

桁遊間
380

S=1:500

那賀郡那賀町簗ノ上

1:30

阿南丹生谷3期地区

伸縮装置対策図(その2)
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工事箇所

事業者名

会社名

図面名

縮　尺

路線名等

工事名

徳島県南部総合県民局農林水産部＜美波＞

図面番号

Ｒ７波耕　広域　阿南丹生谷３期
橋梁補修工事
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伸縮装置本体

現地合わせでタップ加工

皿モミ断面図

タップ深さ 25mm

M10皿ネジ

S=1:1

S=1:30

および地覆角度

橋
梁

側
橋

台
側
移動方向

横断勾配 2.00%

横断勾配 1.50%

4

横断勾配 1.50%

歩道用伸縮装置
2150

排水ホース

L=300

排水ホース

L=300

排水ホース

L=300

2

材　　料　　表

2

(1箇所当たり)x1式

記事単位

枚SS材(溶融亜鉛めっき)

材質

1

番号

路肩部カバー

名称 数量

12個皿ねじ

・路肩カバーの固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

注記

CPL-6x490x710

M10x25SS材(亜鉛めっき)

隙間

10

隙間

10

地震時移動量

温度範囲 -10゜C～+50゜C

設　計　条　件

±49.4mm

温度変化伸縮量 70.0mm

隙間

10

隙間
10

A2橋台

伸縮装置対策図(その3)

金物設置図

D16ctc250

埋込鉄筋

670

150

380

頭付スタッド

橋梁(鋼床版)側 橋台側

19φx200

1
50

路肩カバー詳細図

皿ネジ　M10x25

φ11孔明、M10用皿モミ

（四辺共）

面取り 4C

床用鋼板　t=6mm 溶融亜鉛めっき

HDZT 77(HDZ 55相当)

車道用伸縮装置断面図

面取り　4C

(四辺共）

HDZT 77(HDZ 55相当)

床用鋼板　t=6mm

溶融亜鉛メッキ 1

タップ深さ 25mm

現地合わせでタップ加工

M10皿ネジ

2

※固定ボルトは車両進行方向の手前側とする

S=1:10 S=1:10

配置図

桁遊間
400

桁遊間
380

 P2

E

 A2

E

P3

E

桁長83100

縦断勾配 0.9%

S=1:500

那賀郡那賀町簗ノ上

1:30

阿南丹生谷3期地区

伸縮装置対策図(その3)
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工事箇所

事業者名

会社名

図面名

縮　尺

路線名等

工事名

徳島県南部総合県民局農林水産部＜美波＞

図面番号

Ｒ７波耕　広域　阿南丹生谷３期
橋梁補修工事

φ21

φ11
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車道用伸縮装置　6630

500780 500

50
490

490

490 490

415

2
6
0

130430

750

530

1
7
0

1
0
0

165

495

475

145 145

457.5 785 557.5

1800

3
0
0

2
0
0

300

8
0

3
0

6018018070

490

7
1
0

90°

3080

710

580桁　長166620(CL上)
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S=1:10断 面 図

重力式擁壁

D13x250mm ctc500mm

重力式擁壁

D13x250mm ctc500mm

t=20mm(想定)

t=20mm

t=10cm
σck≧18N/mm2

重力式擁壁

t=10mm

D13x250mm ctc500mm

t=20～40mmm

σck≧18N/mm2
計画路面高

端部基礎高

横 梁

既設PC穴あき版

溶接後 ジンクリッチペイント処理

横 梁

t=10mm

既設PC穴あき版

那賀郡那賀町簗ノ上

阿南丹生谷3期地区

/ 75図　示

組立歩道取換図

S=1:20平 面 図

注) 1.現地寸法を確認の上,部材寸法を決定すること。
    2.事前に擁壁・組立歩道の仕上がり高さを実測し、中間支点基礎、重力式擁壁天端高さ
　　　と調整して、パネル設置高を決定すること。
　  3.取壊し・撤去時に存置する部材に損傷を与えないよう施工を行うこと。

ガードパイプ支柱(既設)

断 面 図 S=1:20

ガードパイプ支柱(既設)

t=120mm L=150mm N=2箇所

t=20mm(想定)（既設） （既設）

t=20mm

σck≧18N/mm2t=10cm

(エラスタイト)

ガードパイプ支柱(既設)

（既設）

t=20～40mmm

(エラスタイト)

σck≧18N/mm2

取　換　前

(B1000mmxL2900mm N=2枚)

取　換　後

バックアップ材

モルタル充填,バックアップ材

パイプ一時撤去 パイプ復旧

(B1000mmxL2900mm N=2枚)

t=100mm L=2900mm N=2箇所

組立歩道取換図

端部基礎詳細図

割 付 図 S=1:100

N
O
.
1
7
+
2
0

A1
A1

B1

N
O
.
1
7
+
2
0

【施工手順】

1.ガードパイプ（パイプのみ）撤去
2.床版パネル継ぎ目部および擁壁上端部をコンクリートカッターで切断
3.目地部モルタル・擁壁上端部取壊し
（既設アンカー・ガードパイプ支柱に損傷がないように注意）
4.既設床版パネルにワイヤーを通してフックをかけ、クレーン付きトラックで撤去
5.所定の高さに基礎部の高さを調整
（コンクリートはつり・無収縮モルタル打設）
6.クレーン付きトラックで新規床版パネル設置
7.通し鉄筋を配置し、床版パネル継ぎ目部・擁壁上端部に無収縮モルタル打設
8.ガードパイプ復旧
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床版横目地詳細図 S=1:10
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歩道舗装 S=1:10

注) 1.現地を確認の上,施工寸法を決定すること。
　  2.表層舗装撤去後、不陸が大きい場合には不陸調整を行うこと。
　  3.不陸調整は、路盤用砕石の敷き均しにより行うものとする。
　　　当初数量は平均厚さt=5cmとする。
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舗装補修図
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